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日清戦争前後の下田歌子の欧州視察と文化交渉
―『泰西婦女風俗』を手がかりにして―
孫 　東　　芳
Shimoda Utako’s Investgation and Cultural Interaction  
in Europe around the Sino-Japanese War： 
A Study of Manners and Customs of Western Women （Taisei fujo fuzoku）
SUN Dongfang
Shimoda Utako （1884-1936） was a pioneer of women’s education in modern Japan. 
During this time, in September of 1889 she visited many European countries including 
Britain and stayed for around two years to gain an insight into princess education and 
girls general education. Utako served as a female officer in Miyanaka in the 1870’s and 
became a professor. In 1875, she was the principal of a newly established school, 
Peeresses’ School. Around 1890, Utako’s salary was raised to 2,400 yen per year all due to 
the strong trust she had with the empress allowing her to gain almost government official 
status within society. By 1893, Utako was handed over the education of Ryomiya, the 
inner king. During this period, Utako’s desire for the West and Western aristocratic 
women’s education became a major target for her in order to educate her parents so that 
they would not lose their gratitude for foreigners visitors in the future. Upon doing this 
Utako decided to apply for an European tour. Takayuki Sasaki, the secretary counsellor in 
charge of the inner kings in Miyanai Prefecture accepted her and she went to Europe to 
get an insight into princess education.
Previous research on Utako’s life and girls education by Keiko Ozeki in her paper 
“Mayo Hinaki Michi” - Utako Shimoda Trajectory of UK Women’s Educational Visit”（I . II） 
focuses on the study of British girl’s higher education, including the University of 
Cambridge Newnum College, Cheltenham Lady’s College, and Oxford University 
Somerville College.
Utako’s visits were not only limited to aristocratic women’s education but 
extended to the lives of ordinary girls, including education for families, manners and 
etiquette in society. During the reign of Queen Victoria there were various conflicting 
ideas and opinions about Utako wearing Japanese clothes and asserting her cultural 
indifferences. Shuzo Aoki （the then E.E. A. and Utako made significant cultural 
exchanges and religious ideas with Queen Victoria in order to come to an agreement. Mrs 
Aoki also consulted Mrs. Gordon whom which they exchange opinions on the education of 
European class girls and religious indifferences. “Taisei fujo fuzoku” was a book released 
four years after Utako returned to Japan （Volume of Women’s Studies, Volume 1, 
Jogakusho Vol.1, July 1989）, detailing every encounter and experience she had. In this 
abstract I would like to outline the multifaceted nature of Utako’s visits to Europe and 
also reconsider the stance of Utako’s actions over tradition and innovation.
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はじめに
　近代日本における女子教育の先駆者であった下田歌子（1854～1936）は、1893（明治26）年 9 月に皇
女教育と一般女子の教育に関する視察のため、イギリスをはじめヨーロッパ諸国を訪れ、約二年間滞在
した。歌子は1870年代に宮中の女官をつとめたことがあり、1885年新設の華族女学校の教授、そして学
監に任命された。皇后の厚い信頼により、1890年には年俸2400円に昇給され、ほぼ政府高官並みの処遇
を受けた。1893年に40歳になった歌子は、内親王である両宮1）の教育掛を任された。西洋に強い憧れを
抱いていたこの時期、歌子は両内親王を教育するため、西洋の貴族女子教育を視察して、将来内親王た
ちが、外国の来賓に礼を失することがないように教育する必要があると考え、欧州視察を申し入れた。
その提案が認められ、宮内省で内親王たちの御養育主任を担当している枢密顧問官の佐々木高行より皇
女教育のための欧州視察を拝命した。
　先行研究として、大関啓子氏「『まよひなき道』―下田歌子英国女子教育視察の軌跡」（Ⅰ・Ⅱ）2）が
ある。その考察の対象は英国の女子高等教育であり、ケンブリッジ大学ニューナム・カレッジ、チェル
トナム・レディーズ・カレッジ、およびオックスフォード大学サマヴィル・カレッジなどをめぐるもの
であった。
　歌子の視察は実際、貴族女子教育に限らず、家庭の躾や学校教育を含む一般女子の生活、教養とマナ
ーの現状にも及んだ。そして、ヴィクトリア女王に謁見の際、和服姿の歌子と当時の駐英公使青木周蔵
と意見の齟齬が生じたことや、寄宿先のE．A．ゴルドン夫人との欧州諸階級の女子の教養についての
意見交換、また宗教問題への思索などにより、女王、青木及びゴルドン夫人などとの間で有意義な文化
交流ないし文化交渉が行われた。本稿において、帰朝四年後に出版された『泰西婦女風俗』（大日本女学
会編「女学叢書」第一巻、1899年 7 月）を手がかりとして、これらの事柄をも含めて、歌子の欧州視察
内容の多面性を明らかにすると同時に、伝統と革新をめぐる歌子の取捨選択のスタンスについて再考し
たい。
1 ）常宮（竹田宮恒久王妃昌子内親王（1888年～1940年））と周宮（北白川宮成久王妃房子内親王（1890年～1974年））の
こと。二人とも日本の皇族。明治天皇の第六皇女、第七皇女。二人は高輪御殿で養育された。
2 ）同論文のⅠは実践女子大学文化部紀要第三六集（1994年）、Ⅱは同紀要第五四集（2012年）に掲載されている。
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一　女王謁見時における歌子の和服姿の魅力
　イギリスに着いた歌子は、E．A．ゴルドン夫人（ElizabethAnnGordon）3）の家庭に寄宿し、学校制
度を調査し、教育施設を見学して資料を収集した。ゴルドン夫人は、マンチェスタのクラムセール生ま
れで、原始キリスト教と仏教の比較研究をテーマとする比較宗教学者であった。彼女はイギリスにおけ
る東洋宗教学者の泰斗であり、歌子の才能を高く評価するのみならず、二人はまるで百年来の親友とい
った関係になった。歌子はフランス語が上手であったが、英語は全く喋れないので、ロンドンの女学校
に入学し、初心者レベルから英語の勉強を始めた。しかし、日本と遥かに離れた異郷では、望郷の気持
ちが溢れて、眠れない夜には『源氏物語』などの本を読み耽ったと伝記には書かれている。
　当時、イギリス駐在の日本公使青木周蔵（1844～1914）4）は、留学生・外交官として滞独生活が25年に
及び、日本におけるドイツ通の第一人者としてドイツの政治体制、文化の導入を図った人物である。彼
はかなりのドイツ派で、西洋崇拝の塊のような欧化主義者であり、それを実践して自身もドイツ女性を
妻とした。これとは全く逆の歌子は、彼と性格が合うはずもなかった。歌子は、調査の第一目的として、
ヴィクトリア女王拝謁のため、平安時代の女官の正装を着用しようとしたが、それを知った青木公使は
驚くよりも呆れてしまったらしい。「なんたる時代錯誤！物笑いの種ですよ。私に恥をかかせるつもり
か」5）と嘲笑しながら流暢な英語で言い放った。「This isLondon, thecapitalofEngland, it is inthe
nineteenth century, now as you might know. Such antique you better send back to a Japanese
exhibition!」（ここは大英帝国の首都たるロンドンですぞ。今は十九世紀ですぞ。そんな骨董品は早々日
本の博物館へ送り返すことですな）6）と言われ、「よろしゅうございます。もうあなたにはおねがいいた
しませぬ」7）と歌子は言ったが、実のところ、歌子は焦った。そこで、ヴィクトリア女王の女官をつとめ
た経験のあるゴードン夫人と相談の上、再度謁見の希望を出した。
　しかし、当時は日本という東洋の島国からの訪問は、バッキンガム宮殿に登る優先順位ではかなり下
の方なので、何回も外れた。そうこうする中、早くも一年近くが経過し、何らの実績も得られずに帰国
するのは絶対に嫌だと考えた歌子は、早速、伊藤博文や土方久元8）などの宮内大臣に書簡を送り、滞在
をもう一年延期してくれるように依頼した。これについては、もう一人の人物に言及しておかねばなら
ない。つまり、歌子と共に渡英の小松宮依仁親王に同行した供奉員で御用掛の長崎省吾（1850～1937）
が、日本に帰朝して、当時の宮内省要職の面々に、歌子の滯英延期の必要を熱心に説き、歌子が在英中
3 ）ゴードン夫人は、日英協会のメンバーで三度来日した。1925年京都で病死。（ゴードン文庫）みのごさく『日英同盟
かげの立役者　下田歌子』（風詠社・星雲社、2016年）38頁。
4 ）青木周蔵、子爵、明治時代の外交官。1844（弘化元）年父三浦玄の長男として長門国厚狭郡に生まれた1914（大正
3 ）年没。水沢周『青木周蔵明治外交の創造』（日本エディタースクール、1888年） 4 頁。
5 ）円地文子監修『人物日本の女性史 -教育・文学の黎明』（集英社、1978年）142頁。
6 ）同上、143頁。
7 ）同注 5 、143頁。
8 ）土方久元（1833～1918）は、幕末の土佐藩士、明治期の政治家、伯爵。臼井勝美他編『日本近現代人名辞典』（吉川
弘文館、2001年）を参照。
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にいかに活躍しているかという様子を述べて推奨した。長崎省吾は、そのために、ある日、わざわざ佐々
木高行9）の官邸を訪問して次のように述べている。
下田歌子女史の英京生活を見るに、學費も實際不足の模樣であるから、これは是非とも增額あるべ
きである。この点よく宮内大臣にも具申して置いた。また閣下は女史外遊について、最初よりの關
係ある方なれば、ぜひともこの事について御盡力あられたい。元來が下田女史の如き、學識ある婦
人が歐洲に行かるるは今回が初めてで、しかも非常に有意義である。皇女方の御教育にも十二分の
土産を持って歸國するならん。女史の國體論は、また稀に見る强固なものであつて、ああいふ眞の
日本精神で、歐洲の文物に接し、その長所を培養して帰國するならば、その擧ぐる所の效果甚大な
るは、云ふを俟たざる所である10）。
　見識のある婦人を欧州に視察させるのは始めて、という長崎省吾の推挽もあって、もともと歌子の支
持者である伊藤博文や佐々木高行は、今のところ、まだ落ち着かないだろうと考えて、宮内省は留学の
一年延期を認めた。
　そして、1895年 4 月、一大事件が世界中に報道された。すなわち、その前年五月に勃発した日清戦争
で日本が勝利したというニュースであった。東洋の大国中国は、弟子のような日本に負けたということ
は、全世界の驚異であった。そのために、日本を改めて見直さざるを得なくなり、日本人の地位は瞬く
間に上昇し、歌子はようやくイギリス王室から謁見の通知をもらったのである。
　歌子は、どのような服装でバッキンガム宮殿を訪問すべきかを熟慮した。以前に青木公使に言ったよ
うに、伝統的な正装を守り抜くのか、それとも他の訪問者のように洋装を着用して宮殿に上がるのか躊
躇した。確かに、洋装は自分に似合わない、と思った歌子は、やはり日本から持参してきた自分に馴染
んだ和服に決めた。歌子は「英国ウィクトリア女皇謁見の印象」（草稿）でこう書いている。
英国の皇室にては一定の礼服の型が極められてあって、其を用ひさせらるゝ所から、女皇の謁見に
は、外国の使臣達と雖、先大抵其に準じたものを作る事であるさうです。当時、婦人の大礼服は、
非常に裳（つれん）の長いのが流行た為に、皆が長いのを着用致しました。其ですから、なかなか
進退動作に骨が折れるさうであります。私は到底　そんな貴族富豪の方々の御交際（つきあひ）ハ
出来ませんから、最初より、礼装をしなけれバならない場合にハ、断然日本礼服を着用する事に定
（き）めました。実は、日本服を、あの靴穿で歩く床上を、ずるずる引き摺って歩くと、一度で裾の
裏が黒くなり、四、五回も着ると、徐々（そろそろ）地に波寄った所などが出来ます。其でも、是
9 ）佐々木高行（1830～1910）は、幕末の土佐藩士、明治期の政治家。儒学、国学、兵学を学び、1867（慶応 3 ）年に
は上洛して後藤象二郎 ·坂本竜馬と大政奉還の建白について協議した。明治17年、維新以来の功績によって伯爵を授
かり、明治21年から死去まで枢密顧問官を勤め、この間に明宮・常宮・周宮の御養育主任を務めた。臼井勝美他編
『日本近現代人名辞典』参照。
10）故下田校長先生伝記編纂所『下田歌子先生伝』（大空社、1898年）294頁。
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で押し通さなけれバ、兎ても、費用が続きませんから、拠無く、日本服のみを用ひました。11）
　ここから分かるように、日本の和服に決めようとしても、一定の不便や恐れがある。しかし、礼服と
しては日本服のみしか用いられない状況であった。
「私の親友が、名誉女官にあるから、御身（あなた）が日本の礼装にて参内したら、何そであろうと
相談すくて、内々伺って貰った所が、女皇ハ、是非日本の礼装が見たいから、日本服で参ってくれ」
との事である12）。
というわけで、もし洋服にしたら、馴れぬ動作になって、最初から気が引けて、必ず無理をすることに
なると心配して、最終的には、やはり和服の着用に決めた。即ち、歌子が馴染んでいる垂髪袿袴である。
歌子の記録には次のように書かれている。
女皇ハ私の衣服に御手を觸れられて御覧になり、いろいろ御質問のあった後（あと）で、「さて貴国
は早くから文明であったものと見える。此の衣装を見て、つくづく感心した。是は何時頃から始ま
ったものか」との御答へに、「平安朝の頃の制度に従ったもので、殆ど、現代より九百年位以前の形
態のものにて、今も余りに変化ハ御座いません」と申上げますると、女皇はほっと息（いき）をつ
かれて、「欧州の十一世、其の頃は、まだまだ開けないものであったらしい。なる程、平安朝時代に
は、優れた女博士があって、立派な著書も残って居ると、傳へ聞いた事があるが、既にかゝる衣装
をした当時なれバ、誠にさる事と想像する」13）
　要するに歌子は、和服を非常に褒められ、女王に親しく接してもらっただけではなく、女王はまたも
う一度よく見せてもらいたいと言ったので、女王の常住するウィンザー宮へ伺い、午餐を招待されるこ
とになったのである。
　そして、当時現地の新聞、ロンドン・タイムズは、礼装をまとった日本の美しい婦人が、バッキンガ
ム宮殿で、ヴィクトリア女王に謁見したことを、「戦勝国日本の女性の伝統の正装」という大見出しで報
道した。このことは歌子の生涯の中で最も華やかな事件であり、以後、その誇りの気持ちを抱いてヴィ
クトリア女王のことを思い出したという。
11）下田歌子『英国ウィクトリア女皇謁見の印象』http://www.jissen.ac.jp/library/shimoda/soukou/basic/100/index.
html2018年11月 3 日。
12）同注11。
13）同注11。
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二　諸階級の女子の教養状況に対する歌子の考察
　歌子は1893年 9 月から1895年 8 月まで 2 年間にわたって、イギリスをはじめ、フランス、ドイツ、イ
タリア、オーストリア、ベルギー、スウェーデンとアメリカの欧米七ヶ国を歴遊して、そこで諸階級の
女子学校教育、家庭教育の現状をつぶさに見学した。これらの経験を『泰西婦女風俗』の中に盛り込ん
で出版したのは帰国四年後の一八九九年七月のことであった。ちょうど帝国婦人協会事務所、同会付属
の実践女学校及び女子工芸学校が創設された年でもあった。では、イギリスをはじめ、各国を視察して、
参観して得た見聞が書中で一体どのように紹介されたのだろうか。
　『泰西婦女風俗』は、四つの部分から構成されている。つまり「家庭の有様」、「女塾のありさま」、「女
子の教育」、「女子の風俗」である。それから上中流の家族及び官私立女学校、女塾などに、宿泊や滞留
の便利を得て、その家庭の子女教育の概略を見聞できたことに関心を持ちながら述べている。歌子はそ
うした家庭の視察を、「家庭の有様」と題し、上等、中等、下等（以下、現代の言い方に代えて、上流、
中流、下流とする）に分けて考察した。その中の重要なポイントは論文の最後に掲載した表〔 1 〕に列
挙する通りである14）。
　この表は、筆者がまとめたものだが、まず歌子は、主にイギリスに滞在した時期を主として、イギリ
ス社会の風俗を記録した。イギリスをヨーロッパ全体の模範として見れば、他のヨーロッパ諸国との大
きな区別はないだろう。しかも、文章化された婦女の風貌は、まさに十九世紀後半の大英帝国の有様で
はなかろうか。19世紀のイギリスは、すでに工業化による生産力の増大によって得た圧倒的な経済力と
軍事力で世界の覇権を握っていた。それと同時に、婦女の姿も近代的なものに進化した足跡が見られる。
　そして、また筆者が注目したのは、中流、上流、下流の婦女という順位のことである。なぜ歌子は、
中流階級の婦女のことを最初に、しかも、それについて一番多く論じたのかに少々触れてみたい。歌子
は、宮内省の命を受け、皇女や貴族の教育のために視察したので、欧米の状況を踏まえているのは間違
いない。これについては、まず歌子本人の階級や地位から考えた方がよい。歌子は、上記の業績をもっ
ていても、そして、いくら皇后に可愛がられても、幕末藩士の娘として生まれたことから、如何にして
も上流階級の婦女には入れられず、中流階級の身分であったという自覚をもっていた。また、歌子が視
察中に、自分で見た19世紀のヨーロッパでは、中流階級のパワーと社会的上昇志向を示す傾向が強く感
じられ、中流階級の重要さを認めたわけである。これについては、多くの論文ですでに研究されている
が、例えば、塚本有紀の博士論文『十九世紀イギリス女子中等教育の社会史的研究』には、19世紀ヴィ
クトリア朝のイギリスにおいて、中産階級の女性が、公教育や家庭教育などを通して、いかにして社会
化を遂げていったのかを明らかにした。言うまでもなく、19世紀のイギリスでは、中流階級は成長し、
婦女を加えて全社会に新しい息吹が漂っていたことは事実であり、それに歌子が関心をもったのであろ
う。それから、上流階級のことを述べるのは当然であるが、上流階級の人々にとっては、所有する土地
及びその身分相応の資産が豊かで、仕事は領地の管理と議員などだったが、社会的な責任も多く果たさ
ねばならなかったようである。社会の福祉や慈善のことは、基本的に上流階級が主導して広がっていく
14）文章の長さの考慮の上に、付録表一文末にて参考。
日清戦争前後の下田歌子の欧州視察と文化交渉（孫）
515
わけである。次に下流階級に言及したことについては、歌子が現代的な意識をもつ女性だといってもよ
いであろう。さらに、下流階級の視察を行ったことについては、歌子の後期において、上流階級の教育
への関心が徐々に中流階級教育、下流階級教育に移行していったというわけで、必ずしも平民教育を提
唱するための大きな影響を受け入れたということではないであろう。
　表に記されたように、一家の主婦は、西洋にせよ、東洋にせよ、人の妻であり、母であるということ
が第一とされる。欧米の主婦は、家族の中にあって、家政を司り、また子女を教育し、さらに家族及び
親戚との交際を円滑にする役割を担わねばならない。それが歌子の言う「内治」ということである。こ
こで一つ強調しなければならないことは、西洋の主婦が日本及び東洋のそれと違っているのは、家事以
外に、いわゆる家庭という私的領域から、公的領域へと広がるような一面を備えており、そのことを歌
子が「外交家」という言葉で特に挙げていることである。つまり、親戚や友達の訪問往来は、主に主婦
を通して行われ、人々や社会との繋がりが、欧米の社会で特に重視されたからである。それがさらに進
めば、特に上流階級の主婦や中流階級の主婦にとっては、家を出て社会的な活動を行うことが、基本的
に日常茶飯事のことであるが、職業人として働いたり、学校や病院を見学したり、また慈善事業に参加
したりして、次第に自己の価値を実現させるという流れだったのである。歌子は。そうした上流階級の
婦人たちに強い関心を示したといってよい。
　このことは、「独立自主の精神を養成せんこと」という文章にしばしば見られるが、それが歌子によっ
て深く感じられた欧米の女子教育精神と言っても過言ではないであろう。また、西洋の主婦は、経済的
に実利を重んじて、家事を司る以上に、経済的なバランスを取っているように思われる。そのため、主
婦は、子女に施す家庭教育の中で、金銭的には幼少の時期より貯蓄の必要性を教え、自立的な意識を養
成させることを重視した。また、この延長線上にある下流婦女たちに対しては、労働を通して実技教育
を重視させるものだった。それが後に実践女学校の校名を定める時に、こうした思いを込めて伝えたか
ったことではなかろうか。以上、歌子が書いた西洋の各階層の家庭の躾、マナーおよび教養の在り方に
ついて、要点を表にまとめた。
三　「宗教的な徳育」の是非に関する歌子の思索
　さて、表〔 1 〕に記したように、豊かな上流階級の女子は、常に母親の意見に従い、家庭教師による
教育を受ける。ただ例外としては、身分の高い人になるための高等学科を修めようとすれば、ケンブリ
ッジやオックスフォード大学などで学ぶことになる。これに対して、普通の学校や女塾に通学し、ある
いは寄宿する女生徒は、大抵は中流階級の娘が多いようである。この中流階級に対する「国民教育」と
くに徳育に関して、歌子が最も関心を抱いたことは、それにかかわる宗教問題である。なぜならば、学
校であれ、寄宿舎であれ、教師も生徒もまたその家族も、最も慎重に扱っているのが神＝ゴッドをめぐ
る問題であるからだ。
佛伊の如き加教が非常なる弊害にあひ絶躰的之れを撓めんと欲しそが反対の針路を取りつゝある政
府に於ても其宗教学校に於て、なしつゝある神祭のことなるべく默許に帰するは勿論小学校の如き
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は寧ろ宗教てふ修身の道具は暗に理容しつゝあるに似たり（後略）15）
　ここで言われる「加教」とは、つまりカトリックのことである。まず、朝と夕方の祈祷は、真に求め
られる儀式と見なされる。この祈祷に対して皆は、厳粛に従っているわけで、普通の生活に溶け込む良
い習慣となっている。それだけでなく、歌子が「欧米各国の文明は総べて悉く宗教其ものより生まれそ
めしものたる事は何人も既に了知する所にして、而し其徳育の基礎は無論宗教的即ち神の信仰心を堅う
し、霊魂の不滅を説き、勉めて人間毀誉名利の外に超然として、能く正義に従ひ正道を踏み、各自其義
務を盡くし、其資格を保ち、又且博愛慈恵の念を養ふことを以て教への基礎としたるもの」16）と述べてい
る。即ち、欧米各国の文明は、政治、法律、文学、技芸などなどがすべて宗教そのものより生まれてい
るものであるから、女子教育における徳育の基礎も宗教であり、神への信仰心をもつことを起点として
博愛慈愛の理念を養うということを、歌子はきちんと理解していた。
　注目すべきは、宗教を論じる際の英国のヴィクトリア女王への言及である。ヴィクトリア女王は、イ
ギリスの君主でありながら、英国国教会の首長でもある。もともとはカトリック教会の一部であった英
国国教会は、カトリック教会の教義自体を否定せずに分裂分離したため、典礼においてはカトリック教
会との共通点が多い。その根本的な教会法は共通の聖書であると見なされる。そのため女王は、最も熱
心に宗教を敬愛し、慈仁剛毅の持ち主でもあると述べ、女王はよく僧侶や宣教師を優待したという。そ
うした立派な女王になったのは、幼い頃からの家庭教育の影響と密接に関係があるという。特に宗教的
な雰囲気によって育てられたことが大きいという。五歳の時からすでに、徳の高い牧師に徳育を教えら
れ、ひいては献身的な宗教心を養われた。そして、ヴィクトリア女王と夫のアルバートは、生涯仲睦ま
じい夫婦であり続け、多くの子供をもうけた。アルバート存命期のヴィクトリア女王の絵画や写真は、
ほとんどの場合、アルバートや子供たちと一緒に映った物である。こうした道徳的に高潔な精神を持つ
ヴィクトリア女王は、中産階級の模範として、国民から支持を得たのである。「ヴィクトリア女皇が能く
敬神の真理を察て其宗教の長所を取り以て自ら君徳婦道を躬行し給ひしからに英国女子が輩固なる精神
は能くこの宗教的徳育より打ち固められたるなり。其点に於ては今は我等国に遺憾ながらも一歩を彼れ
に譲らざるべからず」17）と歌子が述べたのも故有ることである。こうした事例から、歌子は、宗教の影響
力をしみじみと感じたはずである。
　歌子はさらに、欧米の宗教は東洋のそれとは非常に異なっていると説いた。すでに述べたように、欧
米の「国民教育」は、生徒に実利を教え、学理と実際とが抵触しないようにという主旨で展開したわけ
である。それを実現するため、政府は教師が生徒に奨励や罪罰を課す法規を制度化した。しかし、最も
基礎にあるのは徳育である。そして、小学校の教科書にも敬神や愛国の観念を採り入れた。敬神と愛国
の帰する点はセルフ、即ち「己れなるものゝみ」である。現在の意味では、独立した自分になるという
意味で、自分を重んじて尊び、愛し、信じて、自立精神を固めて社会に広めることで、国全体が理想的
15）下田歌子『泰西婦女風俗』（大日本女学会編「女学叢書」第一巻、1899年 7 月）164頁。
16）同前、171頁。
17）同前、211頁。
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になるという。こうした個人主義の理念の有り方は、東洋の集団主義とはかなり異なるものである、と
歌子は指摘した。
　また、歌子が関心を抱いたもう一点は、西洋人の中でも、宗教者以外のグループの存在であった。そ
れは非凡な学問を持つ学者たちである。彼らは見識があるだけではなく、徳育や知育にも優れた非宗教
者である。また、決して東洋のような「淡泊正直」且つ「存外有望」な士ではないというのが歌子の考
えである。要するに、宗教については、すべてを高く評価すべきではないという。
　宗教よって善き社会が築かれるなどの結果を得ることは明白であるが、他方、歌子が目撃した宗教界
の不祥事もある。
彼の加教の衰へたる表には天晴ナル善知識の銘打ちたる僧官の裏には邪悪淫穢の慾を逞しうし、其
善男善女より欺き取りたる金幣を以て己れが驕侈の具に供し了りたるなども、其の一原因たり。其
余弊は引きて、今猶偽善飾言の巧妙を極む（中略）、又其偽善信者に在りては儀式にして已むなくも
施與する貧民育児の寄付金は、唯宗教家たり慈善家たりといはるゝ名誉の紹介ならくのみ。或ひは
某富豪者の其が罪悪を隠蔽せんとして、可なり有名なる某宣教師を語らひ其を我が方人として其が
法衣の袖に隠れ巧みに世人の目を眩ましたりとの冷評を耳にしたる事をありき（後略）18）
　要するに、西洋の宗教は、すべてが善なるものの根源ではなく、宗教の名の下で悪行が行われること
も少なくはない。これらを見た歌子は、自分たちの宗教と西洋の宗教との区別を図り、どちらが日本に
相応しいものかを判断する。新時代の女性は、西洋の模倣ではなく、日本的な性格を持ち、西洋の長所
を補充していく女子像であることは間違いない。西洋の女子には「剛毅」、「活溌」という面があっても、
逆に「執拗」、「強情」という面もある。しかし、西洋の女子が、男子のように力強く、しかも傲慢自尊
になるのは、その根源に宗教が存在するからであると歌子は思ったのであろう。それが、「英女子が粘り
強き耐忍の力否或甚だしき執拗の性の然らしむるにて中にはこれが其精神と身体と傷け疾しめて遂に死
に迄至らしむること無きにしも非ず。されば善に向ひて斯の如くなるは大によし。其悪に向ひても亦斯
の如くならば実に誠に、関心すべき事なりかし。」19）と書いている。この文章から見て、歌子の西洋教育
に対する態度は明白である。つまり、そこにある厳しさ、暖かさ、寛容さが重要だということである。
また習いごとに終わらない行儀作法の徹底である。これに関連して述べれば、歌子が女王に謁見する時
に、和服を選択したのと同様に、結局、自分に馴染む和服を着て世界の舞台に立ち、新しい日本、新し
い日本女性をアピールしようとした歌子の強い決意を見てとることができるだろう。
おわりに
　イギリスの皇女教育事情の調査及び各国の女子教育状況の視察を目的とする歌子の欧州視察は、まず
18）同前、212、 3 頁。
19）同前、218頁。
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彼女の人生に大きな一頁を開いたと言っても過言ではない。もっとも、皇女教育の視察という目的を達
成したかどうかについては、実のところ、実際に目にする機会が少なかったため、当時出版されていた
ヴィクトリア女王の書簡集を読んで、王女たちの生活を知ったという。そして帰国後に、この書簡集を
日本語に翻訳させている20）。歌子は、ヴィクトリア女王に謁見するために奔走した。日本側の斡旋のみな
らず、イギリス側にも常に働きかけたのである。そのような努力でやっと期待通りにバッキンガム宮殿
に二回も登った。そのために、平安王朝の正装を用いて、女王の前に進み出た。その時、青木公使の言
うように、晒し者になるという考えを歌子は抱かなかった。逆にその時、日清戦争で日本が勝利し、従
来の軽々しい小国、粒のような島国の国民というイメージを見直させるという考えが強くあったのでは
なかろうか。結局、ヴィクトリア女王に謁見され、ひいては二回の面会と会食にまで招待された栄誉は、
この上ないものであっただろう。このことによって、歌子はそれ以後の視察を順調に進めることができ
たのである。
　一方、イギリスに滞在した一年半に、歌子は確実に見聞を広めることができた。ヴィクトリア女王の
孫娘たちが一般の生徒と一緒に教室で勉強しているのに驚いたという話もある。また、そのことは、大
作である『泰西婦女風俗』においても、歌子の女子教育思想の形成過程の非常に重要な一面として窺え
るのである。西洋の上流、中流、下流社会を見聞した歌子は、女子教育において西洋の女子は、日本人
の女子と比べれば、かなり近代的であり、かなりインパクトのあるものであった。さらに、西洋の女子
の智育は、日本人女子よりも優れていることを認めた。そして、上流階級以外の女子教育の重要性や、
「知育・徳育」以外に「体育」の必要性を痛感した。それだけでなく、歌子が重んじた徳育については、
「宗教的な徳育」を総括し、欧米女子の徳育の育つ土壌、或いは宗教の有り方を知った。言い換えれば、
これらの視察によって歌子は、キリスト教の信仰が自主独立と慈善博愛の精神を育み、学校教育や生活
習慣の基盤となっていることを理解した。
　しかし、欧米参観から帰国して、国民全体が戦勝に酔っている姿を見て、歌子は、日本は決してただ
浮き浮きして戦勝の歓喜に酔いしれていられるべきではない、と自覚していた。全国歓迎会の席上で、
内閣首相である伊藤博文に歌子はこう言っている。「直訳的な西洋文明への傾斜は危険です。戒めねばな
りません。今こそ日本古来の婦徳の長所を生かすべく、新時代の女子教育の在り方が求められています。
よほどしっかり教育せねば、これからの日本は西欧に対抗できないでしょう。」21）伊藤は「あい、分かっ
た。だからこそあなたに留学してもらったのじゃよ。よろしく頼む」と答えて、歌子を頼もしそうに見
た。「直訳的な西洋文明への傾斜」とは、欧米崇拝の青木周蔵駐英公使や、社会主義者の幸徳秋水や堺利
彦を想像すれば、よく理解できる。脳中にあるのは西洋からコピーした思想ばかりで、胸中には伝統に
根ざした徳はまるでない。そうした人間ばかりになったら、国家国民の健全な発展など望むべくもない、
と儒教者の家に育ち、詩経、四書、歌道などの漢籍を読み通した歌子の気持ちはよく理解できよう。要
20）大関啓子「『まよひなき道』―下田歌子英国女子教育視察の軌道Ⅰ」（実践女子大学文化部紀要第三六集、1994年）8
頁。
21）https://ameblo.jp/yamatogusa/entry-12301489380.html
 2018年12月 8 日。
日清戦争前後の下田歌子の欧州視察と文化交渉（孫）
519
するに、歌子が欧米を参観して得た教訓や関心が随所に生かされている。欧米の教育を全て受け入れる
べきではなく、ほどほどに日本に相応しいものを採用して、新しい日本女性を育てるべしと歌子は強く
認識した。それが、従来からの日本女性のよさを失うことなく、新しい文物や技能を取り入れつつ自立
できるような女性となるような教育である。言い換えれば、「和魂洋才」ということであろう。そのた
め、歌子がヴィクトリア女王に謁見する時、何度となく考慮した上で、日本の正装にした決意は、歌子
という人物の本質に根ざす選択であったに違いない。
　そして、こうした歌子の考え方に呼応しているのは、伊藤内閣の文相である西園寺公望であった。す
なわち、歌子帰朝の約半年前の 3 月26日に行われた女子高等師範学校卒業式において、西園寺は次のよ
うな祝辞を卒業生に送った。「顧フニ女子ノ教育ハ社会ノ文明ヲ増進スルノ要素ニシテ、風俗ノ汚隆、徳
義ノ消長、尽ク女子ノ教育ニ淵源スルト云フモ不可ナカルヘシ。即チ文明各国ヵ女子教育ニ重キヲ置ク
所以ナリ。維新以来制度文物ノ盛ナル、駸々乎トシテ百事面目ヲ改メ、所謂一瀉千里ノ勢ヲ以テ遂ニ今
日アルヲ致セリ。但シ文明ハ皮相ナルへカラス。人心ノ内部ニ根底スルニアラサレハ其基礎固カラス。
而シテ文明ノ基礎ヲ固クスルニハ女子智徳ノ進歩ニ因ラサルヲ得ス。本大臣ハ社会ヲ挙ケテ大ニ女子教
育ニ重キヲ措カンコトヲ欲ス。」と22）。
表 1
中等（中流階級） （上等）上流階級 （下等）下流階級
主婦のしわざ
凡そ一家の主婦。其家政を主り、
其子孫を教育し、且つ其良人子弟
が交際をとも助けて、専ら内治の
任に当る。
女権の貴き国柄として尊敬せらる。一
夫一婦の制度で妻妾及び嫡庶の子女
を共養する心配がなし。権利を保護、
望む所の宝玉を飾るべく、欲する所の
美服を装ふべし。社会交際に心を用い
ざるべからず。子女教育の事項に関し
て自ら其方針を定めて、注意せらせる。
三度の食物を自ら市に需め之を調
理し、室内の掃除衣服の取り扱ひ
及び其出入りの世話為し。
其日課
①凡そ毎朝七時前後起き、朝飯の
用意。②その後、室内の装飾に買
い物や運動。③家事一切のこと務
る上に親戚朋友の訪問往来。④夜
食でホームプレジャーで歓楽を欲
する。
夏冬の季節は清涼温暖の土地に旅行
する。田舎の領地等に閑居する。夜
食夜会が多くて、朝寝夜更かしの習
慣が多い。主婦大体九時に目覚める。
各種の学校貧民育児養育院病院等
の見回り参観、また自費で慈善病院
等創設。地方や領地に住居する貴族
婦人はまた小作人の労働職工の業務
を顧み特に休業日は園遊会等催す。
朝飯を終わると市に至り、一日の
入用の物を見積もりて買ひ整えへ、
午後と終始其の職務に営々とし
て、休息の暇は少なし。大抵一週
間一回計りは午後三時より五時頃
まで親戚朋友の訪問。日曜日には、
寺院へ詣づるの外は子女を誘ひて
公園に赴き遊び、夜食後は其買物
など時外音楽を楽しむ。
家庭の教育
其家庭の薫陶即ち母は補導の力に
よる教育する。①運動や躰育の注
意と発達。②躰智徳育上に天真爛
漫の質を保つ。③女子は、客の応
対接待などの交際に熟練。④強い
耐忍力、自立精神を養成し、神な
るもの観念を注入する。⑤実利実
益主義。
①二種ある。一つは家庭の内に師
を聘し各学科も過半学校にて教え
ふ、智徳躰育とも教育する。一つ
は其子女が言行衛生に注意し、勤
めて精神教育の発達する。
②家庭教育は其効果は実に学校教
育に優る所少なざる。
其児童は大抵薄謝又は無月謝の学
校に通はしめて義務学齢の年月間
は必ず学に就かしめ。
その教育の方法亦は実利実践と旨
とする。
夜食後夜学校に外国語を学ぶ者も
少なからず。
22）山崎有恒代表・西園寺公望関係文書研究会編著『西園寺公望関係文書』（松香堂書店、2012年）40頁。
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衣食住
について
衣：大体仕立て屋に命ずることに
てまず其布帛地の見立て、及び見
積もり方などを為すに止まる者多
し、自ら裁ち縫い人も少なからず。
食：主婦が自ら市に出て毎日の需
要品を買う、料理は多くは自為し
て、下婢に助手せしめ。
住：室内の掃除は大抵一週間に一
度程。
衣：其夜食夜会等盛宴に赴く時最
上等のものを用意。
朝より午後喫茶の時間まで、大体
毛織衣を着す（年配者は絹布、若
く高貴婦人は鹿衣の傾き、小中学
の女子は夏麻布綿布冬は毛布な
ど、普通家では絹布を着る）
食：珍品佳肴を貯へ臨時珍客の為
に供ふ、酒類も穴蔵の中に貯蔵。
住：田舎に本宅を構へ、其都府な
るは借家なるが多し
衣：職工小使等は絹帽を戴き、フ
ロック、コート、モーニングコー
ト等を着る。妻女は毛織衣を着る。
最下級は褴褛の衣服を纏ひて破れ
たる靴穿たる。
食：最も最上級を占める。肉食を
旨とする、殊更鹿食せんとする。
一般は麺包牛乳牛肉。
住：最上者に住ふことにて地下の
室即ち穴蔵のやう所。
家族の娯楽
夜食後、一時間の程度で、音楽、
舞蹈、玉突き、将棋、其他種々の
遊戯を為し、また文章を書くなど。
休業日などには戸外遊戯を好み
て、其精神身体とも能く堅忍不撓
の人を造る。
家族の親睦交情は貴族も小民も異
なる事なく。
夫婦親子同胞等の相集まり談笑遊
戯、唱歌、舞蹈、デニース、球投
げ等。
休業日は苦労を忘れ楽しく一日を
戸外嬉戯娯楽。一週間一度の暇を
得て心地良き広場に出て遊ぶ。
看護の
ありさま
看護は必須の科として学ぶ。家内
の衛生と看護の方法は基本内容と
なす。
家内に看病ある時は良看護婦を雇
ひて患者の取り扱ひ一切を任する。
看病にも質性温和綿密なる女子に
最も適当する。衛生生理看護は貴
女が必須の学科として修めらると
なり。
主婦は少しは簡単なる看護の方法
如何は知るものや多くなりて大抵
は手療治にて其病を治せしむる事
多し。
